
 

 

 

 

 

 

新しい年を迎えました～令和７年度は残り２か月！ 
 

校長 佐藤聖士 
 

＜本当に短く感じる３学期＞ 

 １月 15 日（木）３学期の始業式を行いました。20 日間の冬休みでしたが、大きな事故や怪我

の報告はなく安心しました。全校児童の、児童代表の作文発表の話の聞き方や式に臨む姿勢は素晴

らしく、この 1０か月の児童の成長を全教職員で実感する場面となりました。 

「１月行く、２月逃げる、３月去る」という慣用句がありますが、３学期の始まりには毎年この

言葉を実感します。冬休みが明け、スキー学習がスタート！２月に入り、新１年生の一日入学、「旭

川冬まつり」等のイベント等を経ると、卒業式に向かう取組が粛々と進んでいきます。日々は駆け

足で過ぎていきますが、一日一日を大切にして、進学・進級に向けて、付けた力を確かめ、蓄える

時間にしてほしいと願います。 

 

＜今年の干支は丙午＞ 

 たびたびの私事で恐縮ですが、当職、今年還暦を迎えます。干支は丙午（ひのえうま）、昭和 41

年の生まれです。古来、午年にはポジティブ、ネガティブ、両方のエピソードがあったようで、昭

和 41 年を迎え、時代は変わり…と思いきや、日本人の精神性には根強いイメ—ジがあったのでし

ょうか、その年に生まれた子どもは、前後年に比べると明らかに少なかったのです。 

国際化が進む時代ですが、二十四節気（にじゅうしせっき）、十干十二支（じっかんじゅうにし）

等、古来、日本に伝わってきた様々な文化を、私たちは独自に昇華し、伝統や精神性等を培ってき

ました。多様な他者との交流では、相手の文化を尊重すると同時に、自国の文化やアイデンティー

をしっかりもち、それを伝えることのできる表現力が求められます。１年間の何かの節目に、身の

回りにある習慣や伝統に関心を持ち調べることで、再発見したり、学ぶ楽しさを味わったりするこ

とができます。 

＜防災～ヒグマ、地震＞ 

 11 月にはヒグマの足跡発見による保護者お迎え下校、12 月には青森県東方沖で強い地震が発

生し、旭川でも震度３を計測しました。災害はいつやってくるかわかりません。 

三沢市、八戸市に友人が勤務しており、時間をあけてＳＮＳで連絡をとりました。無事を喜び、

被害にお見舞いし、余震が大事に至らないことを願いました。北海道でも避難所を開設した学校が

ありました。冬季、夜間の災害では、暖房の火気、寒さと、被害が拡大します。これに停電が加わ

るといっそう厳しい状況にさらされることになります。 

毎月頂戴している道新（有）高橋新聞店様による「おらが街」第４１２号で「末広地区防災ワー

クショップ」の記事を拝読しました。「まさかはいつもの中に」を銘肝し、当職も、日本最北端、

眼前に宗谷海峡、海抜５Ｍに立地という学校での勤務経験から、備えを常にし、地域の皆様との連

携・協働を進めさせていただければと願います。 

 

＜最後に＞ 

 日頃より、本校児童のために交通安全の見守りをしてくださる方々、朝早くから交差点等に砂を

まいてくださっている方々、心から感謝申し上げます。ありがとうございます。 
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「次はこれをしようよ！」 1 月 29 日（木）、陵雲小のグラウンドは、色とりどりのウェアと雪遊びを

楽しむ子どもたちの笑顔で溢れました。 今年度 3 回目となる園児との交流会。今回は雪中運動会や色水

遊びを行いました。 

初めは緊張していた 1 年生も、今ではすっかり顔なじみです。名前を呼び合い、園児の手を引く姿から

は、もうすぐ 2 年生になるという自覚と頼もしさが感じられました。遊びを通して育まれた絆は、着実に

深まっています。 次は 2 月 6 日（金）の「1 日入学」です。春には同じ学校に通う仲間として、さらに

交流を深めてくれることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
  
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

■お子様の 1 年間の成長の様子を、ぜひ御覧ください。今回は学級懇談にて、12 月に実施した CRT 学

力検査の個人票を配付いたします。 
 
■期日 

２月１８日（水）１・３・５年   ２月１９日（木）２・４・６年 
 

■当日の日程（両日共通）  

① 参観授業 13:30～14:15（各教室）  

 

② 全体会  14:25～14:35（ランチルーム）   

※学校評価の結果や次年度について、短時間でお話しします。  

 

③ 学級懇談 14:40～15:10（各教室）   

※CRT 検査結果のお知らせ・配付・一年間の振り返り 等 
 

 
 

 

グラウンドの築山でしっかりと基礎練習を積んだ子どもたち。 ２～６年生はいよいよ、その成果を試

すべく「サンタプレゼントパークスキー場」でのスキー学習へと向かいました。 

ゲレンデでは、各学年８～１０人ほどの班に分かれて活動を開始。「次はあっちのコースに行こう！」

「うまくなったね！」とお互いに声を掛け合いながら、思い思いに滑走を楽しみました。 山頂からの冷

たい風にも負けず、子どもたちの表情は元気いっぱい。学校の築山とは違う長い距離を滑り降りる爽快感

や、上達する喜びを体全体で感じている様子でした。 冬ならではのスポーツを通して、心身ともにたく

ましく成長しています。 

 


